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 もう一つの翅の小片は面白い。横糸のようなものに、

「ソケット」のようなものが付いていて、そこに鱗片

が一つずつ付いている。まるで、クリスマスツリーに

飾る電球のようだ。 

 

 ミドリシジミの鱗片を、顕微鏡透過光で観察すると、

面白いことに、緑色には見えず、薄紫～桃色に見える。

中には光をあまり通さない、不透明な鱗片も見られた。

何か役割がちがうのだろうか？ 

 

 今度は透過光ではなく、反射光で観察してみた。す

ると、薄紫色や桃色だった鱗片が、緑色に輝きだした。

明らかに反射して光っているのだが、まるで自発的に

発光しているように見える。 

 

 緑色に光る鱗粉には、縦縞模様の微細な構造が見ら

れる。特に末端（尾）の部分がよく光を反射し、緑色

の可視光を発するようだ。鱗粉自体は動物ではないの

だが、まるで生きたホタルのように見える。自然は、

一体何のために、こんなに美しい造形を創りあげたの

だろうか？ 

――――――――――――――――――――――― 

※早稲田大学の露木和男先生の鑑定で、掲載したチョ

ウは、本家「ミドリシジミ」Neozephyrus japonicus

とわかりました。ありがとうございました。 


